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課題シート
2013-S4-T1-2
なんだか息苦しいな
シート1
　田中紗織さん（22才）は都内に就職が決まり、医大に通う姉の悦子さん（23才）が猫のミーちゃんと住む吉
祥寺のマンションに、2013年3月28日、和歌山から引っ越してきました。ミーちゃんもなついてくれて、久し
ぶりに悦子さんともゆっくりおしゃべりもでき、元気いっぱいで新生活が始まりました。
　転居して2週間後、紗織さんは床に就きましたが、明け方４時頃なんだか息苦しくて目が覚めました。お水
を飲んだら少し落ち着いたので、朝まで様子をみることにしました。
　朝になって悦子さんに話したら、ミーちゃんが紗織さんの胸の上にのって寝ていたんじゃないの、と言われ
ました。そうかなあ。紗織さんは、高校の体育の時間のマラソンの時　息が切れたかな、そういえば就職の面
接の時も緊張して呼吸が苦しい感じがしたかな、と考えていました。
課題シート
2013-S4-T1-2
なんだか息苦しいな
シート2
　2013年4月半ば、紗織さんは風邪を引きました。熱はすぐ下がりましたが咳と痰が続いています。なかなか
治らないので5月に入り会社の近くのクリニックを受診しました。
　紗織さんはクリニックの先生に、5年前から春になると鼻水・鼻づまりがあり花粉症と診断され薬を飲んで
いたこと、現在は何も薬は飲んでいないこと、最近息が苦しくて明け方に目が覚めること、時折ヒューヒュー
と音がして何の音かしらと思っていたこと、今は息苦しさはないこと、を話しました。
　クリニックの先生は紗織さんに、聴診上、呼吸音に異常があるので、呼吸器内科を受診していろいろと調べ
てもらうよう勧めました。いったいどんな検査を受けることになるのだろう？
　紗織さんは呼吸器内科を受診してみることにしました。
課題シート
2013-S4-T1-2
なんだか息苦しいな
シート3
　翌週、紗織さんは会社を休んで呼吸器の専門の先生を受診しました。
　呼吸器の先生は、いつ呼吸が苦しくなるか紗織さんに尋ねました。呼吸が苦しくなるのは、朝方だけではな
くお布団に入って寝る前もあったこと、その時ヒューヒュー音がしていたこと、また上京してからはじめて呼
吸が苦しくなるようになったことなど、紗織さんは思い出しました。和歌山に住んでたときは木造の平屋に住
んでいたこと、今年の3月末に上京し姉の悦子さんと猫のミーちゃんとマンションで暮らすようになったこ
と、20歳から1日20本タバコを吸っていることも先生にお話ししました。
　呼吸器の先生は、紗織さんに息を思いっきりはいて下さいと指示し、聴診で呼気終末に音がすることを指摘
しました。そして今日これから、胸部レントゲン検査と呼吸機能検査を行うこと、アレルギーを調べる血液検
査を行うことが説明されました。最後に、禁煙を勧められました。
課題シート
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シート4
　１週間後、紗織さんは呼吸器内科の専門の先生を再診しました。先生から、息が苦しかったり、ヒュー
ヒュー音がするのは息が吐きにくいためで、アレルギーが原因である、と説明されました。治療として吸入薬
と内服薬をもらい、自己管理のためにピークフローの値を朝夕日記につけるように言われました。天気、体
調、薬の吸入・内服状況も一緒に記入すること、１か月に１回通院してその日記をみながら今後の治療方針を
相談しましょうと言われ、日記をもらいました。
　タバコが止められないことを相談すると、先生は禁煙外来の予約をしてくれました。紗織さんは、先生から
副流煙の話を聞いて、タバコを止めてみようかしらと思いました。
　早速ピークフローメーターを薬局で買って、日記をつけはじめました。
悦子さんと相談して、猫のミーちゃんは和歌山の実家に預かってもらうことになりました。
課題シート
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シート5
吸入の薬を開始したら、紗織さんは息苦しさやヒューヒューがなくなりました。ピークフローの値も480を保
てています。呼吸器の先生から徐々に薬を減らすことを説明されました。タバコは、ニコチン貼付薬も禁煙薬
も使わないでやめることができました。東京での生活はとても楽しくなりました。
